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※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。
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事 務 所 名 津市建設部建設整備課
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　新相川橋張出歩道設置工事

張出歩道　N=1.0式

転落防止柵(2)　L=21.7m

　平成29年度 建整橋維第1号

　津市高茶屋小森上野町

　　　　　及び藤方地内
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※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

縮 尺 図 示 図面番号

事 務 所 名 津市建設部建設整備課
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(ショーボンドEPX2相当品)

　　　　　及び藤方地内

　津市高茶屋小森上野町

　新相川橋張出歩道設置工事

　平成29年度 建整橋維第1号
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位 置 図
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注) 1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛メッキを施すこと。

　ただし、アンカーボルトはネジ部のみとする。

  付着量は、鋼材　JIS8641 HDZ55

　　　　　　アンカーボルト,Nut,Washer　JIS8641 HDZ35

3.ブラケットの取付及びアンカー孔の位置については、

　現地再確認後、調整すること。

5.アンカー筋は、15D以上の定着長を確保すること。

4.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切断

　しないようにすること。PC桁の削孔に当たっては、
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※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

縮 尺 図 示 図面番号

事 務 所 名 津市建設部建設整備課

桁詳細図(1)
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(ショーボンドEPX2相当品)

(ショーボンドEPX2相当品)

※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

6.特記なきスカーラップは、35Rとする。

　　　　　及び藤方地内

　津市高茶屋小森上野町

　新相川橋張出歩道設置工事

　平成29年度 建整橋維第1号
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注) 1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛メッキを施すこと。

　ただし、アンカーボルトはネジ部のみとする。

  付着量は、鋼材　JIS8641 HDZ55

　　　　　　アンカーボルト,Nut,Washer　JIS8641 HDZ35

3.ブラケットの取付及びアンカー孔の位置については、

　現地再確認後、調整すること。

5.アンカー筋は、15D以上の定着長を確保すること。

4.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切断

　しないようにすること。PC桁の削孔に当たっては、

　PC鋼線位置を確認した上で行う事。
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桁 詳 細 図 (2)
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※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

縮 尺 図 示 図面番号

事 務 所 名 津市建設部建設整備課

桁詳細図(2)
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(ショーボンドEPX2相当品)

(ショーボンドEPX2相当品)

※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

6.特記なきスカーラップは、35Rとする。

　　　　　及び藤方地内

　津市高茶屋小森上野町

　新相川橋張出歩道設置工事

　平成29年度 建整橋維第1号
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※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

縮 尺 図 示 図面番号

事 務 所 名 津市建設部建設整備課

位 置 図
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N=1箇所

注) 1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛メッキを施すこと。

　ただし、アンカーボルトはネジ部のみとする。

  付着量は、鋼材　JIS8641 HDZ55

　　　　　　アンカーボルト,Nut,Washer　JIS8641 HDZ35

3.ブラケットの取付及びアンカー孔の位置については、

　現地再確認後、調整すること。

5.アンカー筋は、15D以上の定着長を確保すること。

4.施工にあたっては事前に鉄筋探査を行い、鉄筋を切断

　しないようにすること。PC桁の削孔に当たっては、

　PC鋼線位置を確認した上で行う事。

桁詳細図(3)
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(ショーボンドEPX2相当品)

(ショーボンドEPX2相当品)

※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

6.特記なきスカーラップは、35Rとする。
　　　　　及び藤方地内

　津市高茶屋小森上野町

　新相川橋張出歩道設置工事

　平成29年度 建整橋維第1号
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床版接続部詳細図
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床 版 詳 細 図 (1)

※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

縮 尺 図 示 図面番号

事 務 所 名 津市建設部建設整備課

床版詳細図(1)
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※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

　　　　　及び藤方地内

　津市高茶屋小森上野町

　新相川橋張出歩道設置工事

　平成29年度 建整橋維第1号

3.床板の表面及び接続部に水溜り等が生じない処置を施すこと。



70 80 80 70

70
0

70
0

14
00

595 595

1190

50
50

10
0

605 605

1210

70 80 80 70

50
50

10
0

700 700

1400

相

川

平 面 図

側 面 図 断 面 図

L 100×75×10×1190

L 50×50×6×691

L 50×50×6×666

L 100×75×10×1800φ24.5孔 φ24.5孔

L 50×50×6L 50×50×6

90 90

1390

100

1500

縞鋼板

t=3.2mm

10
0

15
00

100 100

1390

3-L 　100×75×10×1190

3-L　 50×50×6×691

3-L　 50×50×6×666

1-CPL 1390×3.2×1500

1基当り

L 100×75×10

350 350 350 350

35
0

35
0

35
0

35
0

L 50×50×6

L 50×50×6

L 50×50×6

FB 50×6×589FB 50×6×583

L 100×75×10 L 100×75×10縞鋼板

t=3.2mm

2-FB  FB 50×6×583

2-FB  FB 50×6×589

70 80 80 70

70
0

70
0

14
00

595 595

1190

50
50

10
0

605 605

1210

70 80 80 70

50
50

10
0

700 700

1400

相

川

平 面 図

側 面 図 断 面 図

L 100×75×10×1190

L 50×50×6×691

L 50×50×6×666

L 100×75×10φ24.5孔 φ24.5孔

L 50×50×6L 50×50×6

90 190

1490

100

1500

縞鋼板

t=3.2mm

10
0

15
00

100 200

1490

3-L 　100×75×10×1190

3-L　 50×50×6×691

3-L　 50×50×6×666

1-CPL 1490×3.2×1500

1基当り

L 100×75×10

350 350 350 350

35
0

35
0

35
0

35
0

L 50×50×6

L 50×50×6

L 50×50×6

FB 50×6×589FB 50×6×583

L 100×75×10 L 100×75×10縞鋼板

t=3.2mm

2-FB  FB 50×6×583

2-FB  FB 50×6×589

位 置 図

A1 A2

Aタイプ Bタイプ

N=1箇所 N=1箇所

Aタイプ Bタイプ
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注) 1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛メッキを施すこと。

　ただし、アンカーボルトはネジ部のみとする。

  付着量は、鋼材　JIS8641 HDZ55

　　　　　　アンカーボルト,Nut,Washer　JIS8641 HDZ35
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床 版 詳 細 図 (2)

※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

縮 尺 図 示 図面番号

事 務 所 名 津市建設部建設整備課

床版詳細図(2)
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※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

　　　　　及び藤方地内

　津市高茶屋小森上野町

　新相川橋張出歩道設置工事

　平成29年度 建整橋維第1号

3.床板の表面及び接続部に水溜り等が生じない処置を施すこと。
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床 版 詳 細 図 (3)

※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

縮 尺 図 示 図面番号

事 務 所 名 津市建設部建設整備課

位 置 図

A1 A2

N=1箇所

注) 1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

2.鋼材は全て溶融亜鉛メッキを施すこと。

　ただし、アンカーボルトはネジ部のみとする。

  付着量は、鋼材　JIS8641 HDZ55

　　　　　　アンカーボルト,Nut,Washer　JIS8641 HDZ35

床版詳細図(3)
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※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

　　　　　及び藤方地内

　津市高茶屋小森上野町

　新相川橋張出歩道設置工事

　平成29年度 建整橋維第1号

3.床板の表面及び接続部に水溜り等が生じない処置を施すこと。



　平成29年度 建整橋維第1号
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※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

縮 尺 図 示 図面番号

事 務 所 名 津市建設部建設整備課
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※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

　　　　　及び藤方地内

　津市高茶屋小森上野町

　新相川橋張出歩道設置工事

詳　細　図

橋梁部転落防止柵構造図

橋梁部転落防止柵構造図



　平成29年度 建整橋維第1号
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750
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1040
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0.995 0.746
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0.985

1.035
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3
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 0.50

名称

※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

縮 尺 図 示 図面番号

事 務 所 名 津市建設部建設整備課

各種構造図 (1)

各種構造図(1)
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1 0.8

5.8

5.8

※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

24-12-25BB

　　　　　及び藤方地内

　津市高茶屋小森上野町

　新相川橋張出歩道設置工事
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※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

縮 尺 図 示 図面番号

事 務 所 名 津市建設部建設整備課

各種構造図(2)

各種構造図(2)
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 1.84

※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

不陸整正(補足材無)

乳剤　ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ PK-3
　　　　　及び藤方地内

　津市高茶屋小森上野町

　新相川橋張出歩道設置工事

　平成29年度 建整橋維第1号

表層 再生密粒度As(13) 設計密度2,350kg/m3 t=5cm

路盤  再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ (RC-40) t=20cm

0.24

0.36

舗装工（車道・路肩部）
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張コンクリート

18-8-25（BB)

※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

縮 尺 図 示 図面番号

事 務 所 名 津市建設部建設整備課

各種構造図(3)

各種構造図(3)
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A=0.064m2

※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名コンクリートアンカーボルト　Ｍ１２
（ヘッドフラットタイプ）N=7本

取壊断面修復

　　　　　及び藤方地内

　津市高茶屋小森上野町

　新相川橋張出歩道設置工事

　平成29年度 建整橋維第1号
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※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

縮 尺 図 示 図面番号

事 務 所 名 津市建設部建設整備課

橋梁足場工 （参考図）
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橋梁足場工（参考図）

※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

　　　　　及び藤方地内

　津市高茶屋小森上野町

　新相川橋張出歩道設置工事

　平成29年度 建整橋維第1号
足場撤去

手摺設置
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梁設置用アンカー削孔（地覆）

床版（縞鋼板）設置：現場溶接
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※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

施工箇所名

図面の種類

縮 尺 図 示 図面番号

事 務 所 名 津市建設部建設整備課

架設要領図（参考図）

架設要領図（参考図）
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※この図面はA1ｻｲｽﾞを原寸とする。

工　事　名

　　　　　及び藤方地内

　津市高茶屋小森上野町

　新相川橋張出歩道設置工事

　平成29年度 建整橋維第1号

足場撤去

手摺設置
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